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1 はじめに 

5G基地局の送信試験は、3GPP TS38.141-1およびTS38.141-2に定義されているTest Model信号で評価します。

シグナルアナライザ MS2850A/MS2690A/MS2691A/MS2692A（以下、MS2850A/MS269xA）は、4 つのステッ

プで簡単に 5G NR ダウンリンクの Test Model 信号を解析できる機能を備えています。 

1. RF 周波数の設定 

2. Test Model の選択 

3. Auto Range の実行 

4. 測定の実行 

 

本書は、5G 基地局の送信試験に不慣れなテスト技術者や、測定手順の効率化を必要とする担当者を対象に、

5G NR ダウンリンクの Test Model 信号の EVM を MS2850A/MS269xA で簡単に測定する手順を説明します。 
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1 準備 

2.1 必要なソフトウェア 

はじめに、測定対象の 5G 基地局に合わせて MS2850A/MS269xA に下表の測定ソフトウェアがインストールさ

れていることを確認してください。 

機種 測定ソフトウェア 

MS2850A 

MX285051A 5G 測定ソフトウェア（基本ライセンス） 

MX285051A-011 NR TDD sub-6 GHz ダウンリンク 

MX285051A-021 NR TDD mmWave ダウンリンク 

MX285051A-031 NR FDD sub-6 GHz ダウンリンク 

MS269xA 

MX269051A 5G 測定ソフトウェア（基本ライセンス） 

MX269051A-011 NR TDD sub-6 GHz ダウンリンク 

MX269051A-031 NR FDD sub-6 GHz ダウンリンク 

 

2.2 5G 測定ソフトウェアの選択 

5G NR 測定ソフトウェアのロード、選択を行います。 

これ以降は MS2850A を使用した場合の手順を説明していますが、MS269xA も同様です。 

 

【設定手順】 

1. 5G 測定ソフトウェアをロードします。 

2. [System Config]を押して Configuration 画面を表示し、Application Switch Settings [F4]を押します。 
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3. ① Application Switch Registration 画面で Load Application Select [F1]を押します。 

② Unloaded Applications にある”MX285051A 5G Measurement”を選択します。 

③ Set [F7]を押して、Loaded Applications に「5G Measurement」が表示されるまで待ちます。 

 
 

4. [Application Switch]を押し、”5G Measurement”と表示されているボタン（下記では[F3]）を押します。 

 

① 

② 
③ 
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5. 5G NR 測定ソフトウェア Top メニューで Standard [F3]を押し、表示されたメニューから基地局の種類に

合わせて測定機能を選択します。 

測定機能 測定対象の基地局 

[F3] NR TDD sub-6GHz Downlink Sub 6GHz TDD 基地局 

[F7] NR FDD sub-6GHz Downlink Sub 6GHz FDD 基地局 

[F4] NR mmWave sub-6GHz Downlink mmW TDD 基地局 

 

 
 

 

【リモートコマンド例】 

リモートコマンド 備考 

INST CONFIG 

*OPC? 

SYST:APPL:LOAD BASE5G 

*OPC? 

INST BASE5G 

*OPC? 

RAD:STAN NR_TDD_SUB6GHZ_DL 

System Configuration 機能に切り替えます。 

切り替えを待ちます。 

5G NR 測定ソフトウェアをロードします。 

ロードを待ちます。 

5G NR 測定ソフトウェアを選択します。 

ソフトウェアの選択を待ちます。 

NR TDD sub-6GHz Downlink を選択します。 

上記の測定機能以外の場合は次のパラメータを指定します。 

NR FDD sub-6GHz Downlink : NR_FDD_SUB6GHZ_DL 

NR mmWave sub-6GHz Downlink : NR_TDD_MMWAVE_DL 
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2 5G 基地局送信信号の測定手順 

3.1 RF 周波数の設定 

測定対象の 5G 基地局が信号を出力している RF 周波数を設定します。 

【設定手順】 

1. Top メニューの Frequency [F1]または正面パネルの[Frequency]を押します。 

2. Frequency メニューで Center Frequency [F1]を押し、測定する RF 周波数を入力します。 

 
 

【リモートコマンド例】 

リモートコマンド 備考 

FREQ:CENT 3750MHZ 周波数を 3750 MHz に設定します。 
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3.2 Test Model の設定 

測定する信号のサブキャリアスペーシング、帯域幅、Test Model の種類を設定します。 

【設定手順】 

1. Top メニューの Measure [F4]  Modulation Analysis [F1]  Basic Settings [F2]を押し、Basic Settings ダイ

アログを表示します。 

 
 

2. Basic Settings ダイアログのパラメータを次のように設定します。 

”Test Model”、”Subcarrier Spacing”、“Number of RBs”は測定対象の基地局に合わせて設定してください。 

・Test Model  NR-FR1-TM3.1a 

・Test Model Version Auto 

・Subcarrier Spacing 30 kHz 

・Number of RBs 273（100 MHz Channel Bandwidth） 

・Cell ID  1 

・Phase Compensation チェックあり 
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【リモートコマンド例】 

リモートコマンド 備考 

RAD:TMOD FR1_TM3_1A 

RAD:TMOD:VERS AUTO 

RAD:SUBC:SPAC 30 

RAD:RBL:NUMB 273 

CALC:EVM:CELL 1 

RAD:PCOM ON 

Test Model を” NR-FR1-TM3.1a”に設定します。 

Test Model Version を”Auto”に設定します。 

Subcarrier Spacing を”30 kHz”に設定します。 

Number of RBs を”273”に設定します。 

Cell ID を”1”に設定します。 

Phase Compensation を”チェックあり”に設定します。 
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3.3 Auto Range の実行 

Auto Range を実行し、Input Level とアッテネータの設定を入力信号に合わせて最適化します。 

 

【設定手順】 

1. Top メニューの Amplitude [F2]または正面パネルの[Amplitude]を押します。 

2. Auto Range [F5]を押します。 

 
 

 

【リモートコマンド例】 

リモートコマンド 備考 

POW:RANG:AUTO ONCE 

*OPC? 

Auto Range を実行します。 

Auto Range の実行完了を待ちます。 
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3.4 測定実行 

5G 基地局の送信信号の測定を実行します。 

 

【設定手順】 

1. 正面パネルの[Single]を押します。 

 

【リモートコマンド例】 

リモートコマンド 備考 

INIT:CONT OFF 

INIT 

*OPC? 

シングル掃引に設定します。 

測定を行います。 

測定の完了を待ちます。 

 

 

3 測定結果の見方 

【画面での確認方法】 

以下の手順で Summary トレース画面を表示します。 

Top メニューの Measure [F4]  Modulation Analysis [F1]  (メニュー2 ページ目)  Trace [F1] 

 Trace Mode [F1]  Summary [F8]を押します。 
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Summary トレース画面には下図のように測定結果の詳細が表示されます。 

3GPP TS38.141-1 および 3GPP TS38.141-2 の”Modulation quality”では下図の赤枠で示す部分に表示され

る”PDSCH EVM (rms)”の測定結果を参照します。 

下図の青枠で示す部分に表示される”Total EVM (rms)”は PDSCH 以外に PDCCH, DM-RS (PDCCH), DM-RS 

(PDSCH)を含む EVM の測定結果を表示します。ここでは、PDSCH 以外のチャネル/シグナルを含めた送信信号

全体の EVM を確認できます。 

 
 

【リモートでの確認方法】 

リモートで確認する場合は測定を実行した後、以下のクエリコマンドで測定結果を取得します。 

 
FETC:EVM? 

 

このクエリコマンドのレスポンスとして、測定結果がコンマ(,)で区切られて返ってきます。レスポンス中の測

定結果の順番と Summary トレース画面に表示される測定結果は以下のように対応しています。 

Summary トレース画面の表示 レスポンスの順番 

PDSCH EVM (rms) QPSK 16 番目 (PDSCH QPSK EVM rms (Average)) 

PDSCH EVM (rms) 16QAM 23 番目 (PDSCH 16QAM EVM rms (Average)) 

PDSCH EVM (rms) 64QAM 30 番目 (PDSCH 64QAM EVM rms (Average)) 

PDSCH EVM (rms) 256QAM 37 番目 (PDSCH 256QAM EVM rms (Average)) 

Total EVM (rms) 2 番目 (Total EVM rms (Average)) 

Modulation quality の測定結果 

Total EVM の測定結果 
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5 トラブルシューティング 

EVM の測定結果が悪い場合 

EVM の測定結果が想定より悪い場合、MS2850A/MS269xA へ入力されている信号のレベルが低いことが考え

られます。この場合、プリアンプを On にすることで EVM が改善することがあります。プリアンプを以下の

手順で On に設定します。 

Auto Range 機能はプリアンプの On/Off を自動で設定しません。これは、意図しないタイミングでプリアンプ

が On になり、過入力により MS2850A/MS269xA が破損しないようにするためです。 

【設定手順】 

Top メニューの Amplitude [F2] または正面パネルの[Amplitude]  Pre-AMP [F4]を On に設定します。 

プリアンプを On に設定した後、Auto Range を実行してください。 

【リモートコマンド例】 

リモートコマンド 備考 

POW:GAIN ON プリアンプを On に設定します。 
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帯域の中心のサブキャリアの EVM が悪くなっている場合 

5G NR では LTE と異なり、帯域の中心のサブキャリアも使用します。そのため、5G 基地局のキャリアリーク

の影響により、帯域の中心のサブキャリアの EVM が悪化することがあります。次の設定で、キャリアリーク

の影響を除去することができます。 

【設定手順】 

Top メニューの Measure [F4] または正面パネルの[Measure]  Modulation Analysis [F1] 

  Advanced Settings [F7]  (メニュー2 ページ目)  DC Cancellation を”On”に設定します。 

 
 

【リモートコマンド例】 

リモートコマンド 備考 

CALC:EVM:DC:CANC ON DC Cancellation を On に設定します。 
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6 まとめ 

本書では NR ダウンリンクの Test Model 信号の EVM を MS2850A/MS269xA で簡単に測定する方法について説

明しました。MS2850A/MS269xA を使うことで、Test Model 信号の EVM を簡単に測定でき、操作ミスによる

手戻りを防ぐことができます。これにより、5G 基地局のテスト技術者は測定手順を効率化しスムーズに試験

を行うことができます。 
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